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研究成果の概要： 
本研究では、従来の研究では見落とされがちであった日本植民地期の帝国大学（旧京城帝国大

学および旧台北帝国大学）の、理工学部および理農学部での研究を、科学史的（技術史・技術

史を含む）な観点から検討したものである。本研究は、世界的にいわゆる「ポスト・コロニア

ル」という概念が問題化されている状況にこたえようとして日本科学技術史・医学史から、本

格的に取り組まれたものであり、世界的に注目を受けている。 
 
交付額 
                                （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００５年度 13,500,000 4,050,000 17,550,000 

２００６年度 11,300,000 3,390,000 14,690,000 

２００７年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

２００８年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

  年度  

総 計 34,600,000 10,380,000 44,980,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学社会学・科学技術史・科学社会学・科学技術史 
キーワード： 科学史・技術史・医学史・植民地研究・科学と帝国主義 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
１９８７年の東アジア諸国の民主化運動の
高まり、そして冷戦体制の崩壊に伴い、日本
植民地時代の歴史的研究について、アジアの
研究者同士の相互の研究交流を始めるため
の機運が整ってきた。特に経済史などの分野
から、植民地近代化論など、さまざまな概念
が提起されていた。 
そのなかでも、特に植民地近代化における科
学技術の役割については、本格的に取り組む
研究はあまりなかった。そもそも近代化の本
質は、科学技術の普及・影響・そしてその展
開にある。それをどのように評価し、歴史的

に検証するかという課題については、経済史
や政治史の文脈では、科学技術自体がほぼ
「ブラックボックス」として閑却されてきて
いる。そのため多くの議論が、科学技術とそ
の社会的影響や成果を扱っているはずなの
に、科学技術について本格的には論じていな
いという転倒した結果になっており、誤解や
擦れ違いを生んできている。 
この状況に鑑みると、科学史（技術史・医学
史を含む）の観点から、知識生産面、そして
経済・社会にまでおよぶさまざまな局面を包
括的に含んだかたちで、植民地における科学
技術の検証が必要とされていたといえよう。 
 



 
２．研究の目的 
 
これらの機運のなかで、本格的な科学史・技
術史、さらに医学史的な研究の要請を満たす
べきだということが目指されてきた。 
そしてこれらを達成するのは、基本的に宗主
国から植民地への視線を再考すべきである
ということ、そのような視線の在り方を逆照
射するにはどのようなことを目的に掲げれ
ばいいかということについても考察を及ぼ
すということが目的として意識された。それ
にはすなわち、まずは直接的に、当該の国や
地域・文化に属する研究者グループとの接触
や、深い部分での「対話」を行うなかで、反
省的・相互省察的に、これを進めるべきであ
るということが目的に含まれたのである。 
また旧植民地帝国大学の蔵書をめぐって、そ
れらをすり合わせるという試み、さらにはそ
れらのデータベース化を目指すという試行
を行うこともこの目標の一環に加えられた。
また帝国主義期の日本（植民宗主国となった
諸国）にとっての「植民地近代性」とは何か、
さらには、科学と技術をめぐる「知と力」の
関係を植民地的な現実のなかで明らかにす
ることをタスクとして、特に植民地とされた
側の研究者との対話を進め、相互に考察・研
究交流をおこなった。 
 
３．研究の方法 
 
基本的に、歴史研究なので、一次文献を渉猟
し、また旧植民地大学の図書館の蔵書をサー
ヴェイすることなどを通じての、ベーシック
で地味に、歴史的な事実を検証する、スタン
ダードな方法をとった。さらに、現地の研究
者集団との直接的な対話をめざし、相互協力
をおこなうことを意識した。 
ある意味で方法論として意識されていたの
は、科学史の手法として鍛えられてきた、ポ
スト・クーニアン的な手法である。ここには、
いくつかの要素が含まれるがまとめるなら、
以下の 4 点になる。 
 
（１）ウィッグ主義批判として知られる、い
わゆる「勝利者史観」の立場を潜在的にとっ
てしまう科学技術主義（サイエンティズム）
からの方法論的な決別。 
 
（２）ある時代のサイエンスをプラクチス
（実践）として描き出すという、パラダイム
論的で、ある意味では相対主義的な手法。こ
こでは、歴史の同時性を意識して、遠い時代
から過去の一時点をいわゆる「アナクロ」な
るものとして眺めるのではなく、ある時代性
に「シンクロ」することが方法論的に意識さ
れている。 

（３）クーン主義以降のいわゆる「科学社会
学的展開」を意識する。科学史のなかでは科
学の社会史としてボリス・ヘッセン以来意識
されていたが、クーン的なパラダイムの指示
集団（科学者共同体）の特質や傾向性とイデ
オロギーとしての科学に反映しているそれ
らの社会性を摘抉することをめざす。ここで
は、いわゆる「科学の人類学」や、「科学の
文化研究（ＣＳ）」という視線も意識した方
法がとられる。 
 
（４）中山茂による「中間段階」としての科
学技術史のヒストリオグラフィの相克の超
克。科学史にはインターナリズム（理論史・
学説の発展の内面的展開を跡付けるもの）と
エクスターナリズム（科学技術の発展・展開
における社会的文脈の明確化）という、2 つ
の方法論的な路線が存在しており、前者を主
にアカデミックな文化的保守派や科学主義
者（サイエンティズムの信奉者）さらに啓蒙
主義的懐旧派が支持し、後者をおもにマルキ
スト的な下部構造決定論者や経済史家・文明
論者などが支持してきた。中山茂は、それら
の交錯する地点という意味で、大学（および
高等教育機関）が、（科学技術の）「制度（化）
史」を担っていたという役割を踏まえて、本
格的な科学史と大学史の交流を提唱し、多く
の成果を得ている。 
 
本プロジェクトは、上記の１－３の 3 点に加
えて、この中山パラダイムが達成した「帝国
大学の研究」の直接の延長線上にあるもので
あり、帝国日本の外延での「科学と技術・医
学の知識（と人材）の再生産システムとして
の大学」という側面を明らかにすることに挑
むものである。 
 
 
４．研究成果 
 
いうまでもなく、歴史実証主義的には、これ
まで知られていない多くの事実が明らかに
なった。特に、旧台北帝国大学の蔵書の研究
についてはサーヴェイが完了し、また旧京城
帝国大学については蔵書や文献類など資料
が分散していることなどが、数次にわたる調
査の結果、判明した。（この蔵書研究につい
ては、ソウル大学・ホン・ソンジュ氏、宮川
卓也氏、および本プロジェクトの加藤茂生の
共著での論文を『科学史研究』誌に投稿のた
めの準備が進んでいる。 
 
またこの問題を検証するためのフレームワ
ークについての検討も深まった。 
多言語における研究成果の発表としては、ド
イツ・シュプリンガー社から刊行されている
『東アジアＳＴＳ国際ジャーナル（ＥＡＳＴ



Ｓ）』誌上に、「科学と帝国主義：日本植民地
の帝国大学の科学史（Colonial Sciences in 
Former Japan’s Imperial Universities）」
という特集を組み、本研究の代表者・塚原東
吾が特集エディターを務め、この研究会が主
催した国際シンポジウムの成果などを発表
して、国際的に認知を受けた。また中国語で
の関連書籍である、梁波・陈凡・包国光編『科
学技术社会史 −帝国主义研究视阈中的科学
技术−』（沈阳：辽宁科学技术出版社、2008
年）では、本プロジェクトからは加藤茂生（2
本）、慎蒼健、塚原東吾の論文がおのおの翻
訳紹介されており、中国語圏でのこの領域へ
の研究成果の紹介ともなっている。韓国語に
関しては慎が精力的に論文を発表し、また国
際会議の席上などで存在感を示している。 
これまで 4年間に主な国際会議だけでも以下
のものを組織化し運営にあたった。 
 
2005 年度 6月、「帝国の化学」（神戸大学・化
学史学会）；11 月、「京城帝国大学の科学史的
研究」（早稲田大学）。 
2006 年度 4月、「台北帝国大学で行われてい
た科学技術」（国立台湾大学）；1月、「植民地
における帝国大学の研究」（神戸大学、第 7
回ＥＡＳＴＳネットワーク会議）、 
2007 年度、7月、「台北帝国大学・理農学部
の研究」（神戸大学、科学史学会阪神支部会）、
11 月、「京城大学をめぐる歴史的・ＳＴＳ的
検証」（早稲田大学・青山学院大学および名
古屋大学・ＳＴＳ学会）、 
2008 年度、5月、「植民地帝国大学の連続性
と不連続性」（電気通信大学、日本科学史学
会）、7月、「科学と日本の帝国主義」（アメリ
カ・ボルチモア、ジョンス・ホプキンス大学、
国際東アジア科学・技術・医学史学会）、11
月、「植民地における帝国大学での生物学研
究」（神戸大学、生物学史研究会および生物
学の歴史・哲学・社会的研究国際学会
（ISHPSSB）隔年ワークショップ）. 
 

この研究のプロセスにおいて、特に韓国およ

び台湾の研究者との対話を進め、日本での研

究とすりあわせをおこない、相互参照を可能

にしたこと、さらに中国語・韓国語および英

語など多言語における成果の相互発信・相互

検証ができたことが大きな成果である。なか

でも台北帝国大学および京城帝国大学につ

いては研究期間中、ほぼ毎年、上記のような

国際シンポジウムを開催し、相互の研究達成

についての理解を深めることができた。 
 
また今後は、さらに旅順工科大学・満州医科

大学など、今回扱う範囲外であった植民地

（的状況）における理系（工学・医学を含む）

の高等教育機関（主に大学）と国内七帝大と

の関係を明らかにしていくための準備が整

ったことも、この研究プロジェクトによる成

果のひとつである。またさらにオランダによ

るバンドン工科大学やアメリカ系（およびジ

ェズイット・ネットワークによる）のアテネ

オ・デ・マニラ学院、北京でのアメリカ（ミ

ッショナリィ）系の高等教育機関など、ヨー

ロッパ・アメリカによる植民地高等教育との

比較をするための基礎的な資料・研究を達成

したといえる。 
これらの研究成果については、現在進行形で
さらなる外延に展開しており、日本帝国主義
における「知と力」の問題を世界史的なパー
スペクティブから再照射する準備が進んで
いる。 
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